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　このコラムで、どの本を取り上げるか。

　割と毎回、頭を悩ませている事案であります。何か取り上げる切っ掛けがあればいいなあと最近では日常的にアンテナを張り巡らせているつもりなのですが、どうやらアンテナの感度が悪いらしく滅多に良い素材は引っ掛かってくれません。

　因みに今回紹介する本ですが、前回のコラムを執筆している際に、ああそう言えばあの本はキングの『呪われた町』のオマージュだったなあ、次はあれにするかなあ、と、それだけの安易な連想で決定致しました。安易に決定したものの、いざ上下巻に分かれた本を手に取って、若干後悔も致しました。

　……この本。実に分厚いのです。







　タイトルは、そのものズバリの『屍鬼』。

　それが何かの比喩なのか、或いは本当にモンスターが登場するのか──と、思わせ振りに伏した方がいいのだろうなとさっきまで思っていたのですが、下巻の帯に「忍び寄る死者の群。」って堂々と謳ってあるのを今見付けちゃったので書きますと、本書は「吸血鬼モノのホラー小説」です。まあ、先刻既に僕は『呪われた町』のオマージュって言っちゃってるんですけど、本書上巻の扉に「To ‘Salem’s Lot」と記してあるのを見ても、作者自身そこを隠匿する意図は特にないのだろうと思いますので、この程度のネタバレは大丈夫、な筈。（セイラムズ・ロットは『呪われた町』の原題であり、物語の舞台となる町の名前。）







　内容についてもう少し触れていきましょう。

　本書は、外場村という閉鎖的な山間の集落を舞台に語られます。

　先ず上巻ですが、この巻の殆どの文字数は、外場村の概要と、そこに住む人々の暮らしぶり、人物像などの描写に費やされます。田舎らしい、変化に乏しい、扁平で永遠に続く様な錆びた日常がじっくりと描かれている筈なのに、その合間に挟み込む様にして、気付けばひとりふたりと人が死んでいる。病死、自然死、夏風邪、暑気中り──不自然ではない死が不自然な頻度で発生している事実に読者がそれと悟り、作中でも一連の不審死を「吸血鬼」の仕業なのではと疑う人物が現れるところで、物語は下巻へと折り返します。

　下巻は「人間」対「吸血鬼」という、ある種王道の展開となっていくのですが、単純な「正義」対「悪」の討伐劇で収まってしまわないところが小野作品の小野作品たる所以と言えるでしょう。人として吸血鬼を憎み、駆逐しようと目論む者が存在する一方で、人でありながら吸血鬼に憧れる者、同情する者が居て、吸血鬼になれずに死んでいく者も、吸血鬼となった我が身を嘆く者も、その力を利用しようとする者も居る。死が充満する外場村の中で、彼等はそれぞれの裡にある行動理念に従い、銘々蠢き出すのです。

　勝利するのは人間か、屍鬼か。

　普通ならこんな煽り文句で締めるのでしょうが、本書を読んでいると、一体、誰に義があるのか、何処へ向かうのが正解なのかと途方に暮れてしまいます。登場人物ひとりひとりには異なった価値観・異なった正義が用意されていて、その全てに理がある事を、読者は上巻で知らされてしまっているからです。唯一無二の、誰もが納得出来る結末なんて何処にもない。現実世界に置き換えればごく当然なのですが、物語に於いてそれだけの書き分けを為すのはなかなか容易な事ではありません。上巻で村民を取り巻く環境や思考形態を極めて微細に、丁寧に描いているからこそ、極限状況に置かれた彼等の翳すひとつひとつの正義に真実味が出て来るのでしょう。ひとつの「世界」を生み出す為に必要な枚数だったのだと思うと、本書は納得の厚みと言えます。







　冒頭では本書を「ホラー小説」と紹介しましたが、実は僕は「怖い作品」という読後感を持つ事はありませんでした。猟奇的なシーンの描写が少ない事もありますが、何より恐怖の対象とするには、本書で描かれる「屍鬼」達の存在は余りにも弱く儚いのです。永劫の命を持ちながらも弱点だらけで、世界から見放され、存在すら許されない者達の悲哀は、生きるという行為、人生、ひいては命というものの意味を、再考させてくれる一助にもなると思います。ホラーが苦手だからという理由で読むのを躊躇されている方がみえましたら、勿体ないから是非読んでみて下さいと、声を大にして言いたいです。







　尚、怖い作品ではないと申しましたが読み始めたが最後、章で留まらず上巻の終わりでも留まらず、一気に最後まで読まずにはいられない大変恐ろしい時間泥棒の一作ではありますので、お読みの際は自己責任で、充分、時間に余裕を持ってお挑み下さいませ──。（了）
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